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推薦に基づく選抜・実技検査問題 
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検 査 時 間 
午前８時５０分～午前９時４０分（５０分間） 

 
 
受検番号 

 

  
氏  名 

 

 
 
 

【検査開始前に、下の内容をよく読んで下さい】 

 
（１）検査開始の合図があるまで、この問題用紙の裏面を見てはいけません。 

（２）問題は１題です。よく問題を読み、理解してから作業を開始しなさい。 

（３）実技検査に必要な筆記用具（鉛筆又はシャープペンシル、消しゴム）を机上に出しなさい。 

（４）作成には、本校で配布する用具を使用しなさい。はじめに、不足や不具合がある場合は、その場で 

   手をあげて監督者に知らせなさい。また、作業中、不具合が生じた場合は、交換しますので手を 

   あげなさい。 

 

 配布するもの  

工作用紙   ・・・・１   はさみ    ・・・・１   答案提出用台紙・・・・１ 

 コンパス   ・・・・１   定規（３０ｃｍ）・・・・１  セロハンテープ ・・・・１ 

 

（５）工作用紙の追加配布は行わないので、よく考えてから作業を進めなさい。 

（６）作業は安全に注意し、落ち着いて行いなさい。 

   また、万が一けがをした場合は、手をあげて監督者に知らせなさい。 

（７）机などに傷をつけないよう、十分注意しなさい。 

（８）作業後は、使用した用具を机の中央にまとめて置きなさい。常に、整理整頓を心がけ、消しゴムの 

   かすや、セロハンテープの切れはしなど、小さなゴミは、退出時にゴミ箱に入れて下さい。 

（９）答案提出用台紙の指定の欄に受検番号を記入しなさい。 

（10）検査終了後、この用紙は持ち帰りなさい。 

 



［問 題］次の説明を読み、与えられた工作用紙を用いて、図２に示す立体を完成させなさい。 
 

 図１のような一辺の長さが１０ｃｍの立方体があります。点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈは立方体の 
それぞれの頂点です。図２は図１の立方体を削って作った形で、点Ｉ～Ｐは新しくできた角です。 
 また、底面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに対して、点Ｉ、Ｊ、Ｍ、Ｌを結ぶ長方形は水平な面で、点Ｌ、Ｍ、Ｏ、Ｎを

結ぶ台形は垂直な面です。 
 図２の各点の間の長さは次の通りです。 
 
  ＩとＡの間        ＮとＯの間        ＩとＬの間 
  ＪとＢの間  ４ｃｍ          ２ｃｍ          ５ｃｍ 
  ＫとＣの間        ＨとＰの間        ＪとＭの間 
 
 以上のことを参考にして、次の注意事項を読んでから、図２に示す立体のすべての面を工作用紙で作成し、

立体を完成させなさい。 
 

【注意事項】 
  １ 材料は与えられた工作用紙１枚とし、方眼目盛が見える面をおもて面にする。 
  ２ 厚さは無視し、実際にできた立方体の寸法に含めない。 
  ３ 材料の接合や固定には、セロハンテープを用いる。 
  ４ 図に描かれている点線は「かくれ線」といい、実際にはかくれていて見えない部分の線である。 
 
［作業手順］ 
手順１ 図２における台形部分の作成 
 ① 図２の台形 ＮＬＭＯを実際の寸法で作りなさい。 
 ② 作成した台形ＮＬＭＯの中央に受験番号をていねいに書きなさい。 
 ③ 長方形ＯＭＫＰを実際の寸法で作りなさい。 
 
手順２ 台形ＮＬＭＯ、長方形ＯＭＫＰ以外の部分の作成 
 図２の立体を作るために必要な残りの部分を実際の寸法ですべて作りなさい。 
 
手順３ 立体の作成 
 手順１、手順２で作成した部分をすきまなくセロハンテープで取付け図２の立体を完成させなさい。 
 
手順４ 答案提出用台紙への固定 
 ① 手順３で作成した立体は、答案提出用台紙に示された指示に従い、セロハンテープで固定しなさい。 
 ② 余った工作用紙は、答案提出用台紙のとなりに、ひとまとめにして置きなさい。 
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